
   

 

令和５年度事業計画について 

展示・公開 

 

１ 宮城県美術館での展覧会 

（１）名称 第 40 回全国都市緑化仙台フェア開催記念 

「伊達政宗と杜の都・仙台 ―仙台市博物館の名品―」 

（２）観覧者数：6,728 人（5 月 28 日現在〔開館 30 日間〕、１日平均 224 人） 

（３）主催：宮城県美術館、仙台市博物館 

（４）会期：令和５年（2023）４月 26 日（水）～６月 18 日（日） ※開催日数 48 日 

（５）会場：宮城県美術館（本館２階展示室） 

（６）観覧料：一般 800 円(700 円)、学生 400 円(300 円)、小・中・高校生 無料 

       ※( )内は 20 名以上の団体料金。 

（７）展示構成： 

１．伊達政宗と仙台 

    ２．描かれた仙台・宮城の風景 

    ３．城下町から「杜の都」仙台へ 

    ４．「杜の都」の変遷 

（８）関連イベント： 

①講演会「伊達政宗騎馬像と『杜の都・仙台』の確立」 

４月 29（土）14:00～15:30      参加 91 人 

会場：美術館講堂 講師：中武敏彦（当館職員） 

②東北工業大学連携まちなか博物館講座「描かれた仙台・宮城の風景」 

５月 27 日（土）13:30～15:00     参加 44 人 

会場：東北工業大学一番町ロビー２階ホール（対面、オンラインのハイブリッド形式） 

講師：寺澤慎吾（当館職員） 

③ミニ「榴ケ岡花見図屛風」をつくろう 

６月４日（日）11:00、14:00、15:00 各回 30 分程度 

会場：美術館本館２階回廊 

 

２ 仙台国際センターにおけるレプリカ・パネル展示 

（１）名称：伊達政宗と仙台の歴史 

（２）会場：仙台国際センター会議棟１階正面エントランスホール 

（３）会期（予定）：令和５年４月１日（土）～６月末 

＊ 令和４年度からの継続。７月以降は仙臺緑彩館で展示予定。 

＊ 展示は仙台国際センター会議棟の開館時間内。 

（４）観覧料：無料 
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